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	単身赴任ビジネスマンの健康観調査 

	◆
	赴任前に比べ「外食回数」「コンビニ利用回数」「ストレス」が増加した分、「自分の健康への配慮」も高まる。

	◆
	赴任前に妻から受けた健康面・食生活面のアドバイスは「お酒を飲みすぎない」「栄養のバランスを考える」「体調がすぐれないときは無理をしない」など。 ７割は妻のアドバイスを"守っている"。 

	◆
	カラダに悪い3大生活習慣は「外食が多い」「お酒の飲みすぎ」「栄養が偏った食生活」。「過労」「アルコール依存症」には"要注意"と自戒。

	◆
	3割（29.3%）は健康維持の"自信なし"。3割（30.3%）が「寝込んで会社を休んだ経験」あり。

	◆
	「風邪薬」「胃腸薬」「解熱鎮痛剤（頭痛）」など常備薬は8割が用意。

	◆
	病気やケガへの備えは「自信あり」と「自信がない」がほぼ半数ずつ。予防体制の自己採点は「60.5点」。

	◆
	単身赴任のよいところは「家族のありがたみがわかる」「仕事に打ち込める」「妻の存在価値がわかる」こと。 不安なのは「家計への負担」「家事をやらなくてはならない」や「家族の支えになれない」こと。 

	◆
	単身赴任経験は人生にとって「プラス」（62.8%）、でも「嫌い」（69.3%）。

	◆
	わが単身赴任生活は「忍」「苦」「暗」の中にも「楽」「明」あり？


	春は入社・転勤を機に一人暮らしを始めるビジネスマンが増える時期。特に、転勤を機に家族と離れ、単身赴任生活を余儀なくされるビジネスマンにとっては、慣れない一人暮らしや家族とのふれあう時間が少なくなるなど、生活環境が一変するだけに、心と体の健康にさまざまな影響が生じることが予想されます。
　田辺製薬株式会社（本社：大阪市中央区）では、単身赴任ビジネスマンの生活の変化から病気予防や健康維持のための工夫など、健康面を中心にした意識や実態をとらえることを目的に、東京、大阪で単身赴任生活を送る20～60代のビジネスマン400名（東京200名、大阪200名）を対象にアンケートを実施しました。
　調査結果によると、単身赴任による健康面での生活の変化としては、赴任前に比べ「外食回数」「コンビニ利用回数」「酒量」などが増加、また「ストレス」についても増えたと感じている人が多くなっています。そのためか、以前よりも「自分の健康への配慮」をするようになった人が多く、「ビタミン・健康食品などの利用」が増加するなど、健康面の不備を少しでも補おうとする姿がうかがえます。
　健康意識については、赴任前に妻から受けた健康面・食生活面のアドバイスを守り、また自らも「過労」や「アルコール依存症」などを注意すべき病気・症状としてあげるなど、単身赴任者も健康維持の大切さを自覚しています。
　しかし「外食の多さ」「お酒の飲みすぎ」「栄養が偏った食生活」など"体に悪いと感じる生活習慣"の影響で、現実には困難がともなうこともあるようです。「健康を維持できている自信が"ない"」人や、「寝込んで会社を休んだ」経験を持つ人がそれぞれ3割存在するなど、単身赴任中の健康維持の難しさが浮き彫りにされています。
　病気やケガへの備えとしては「睡眠を十分とる」「体調に異常を感じたら無理をしない」「休みを十分とる」「バランスのとれた食事」などを心がけ、「風邪薬」「胃腸薬」などの常備薬も8割が保有していますが、「近くの病院や薬局の場所を頭に入れておく」「かかりつけの医者をもつ」などの対策を講じている人はあまり多くありません。備えの自信度についても「自信あり」は半数にとどまるなど、一層の健康対策が必要なようです。
　単身赴任そのものについては、「家族のありがたみがわかる」「妻の存在価値がわかる」など家族とのきずなを再確認できる点や「仕事に打ち込める」「プライベート時間の増加」といったことをメリットとしてあげるなど、人生にとって単身赴任経験は「プラス」と思う人が多くなっていますが、好き嫌いとなると７割近くが「嫌い」と回答しています。
　ちなみに、自分の単身赴任生活を漢字一文字であらわすと「忍」「苦」「暗」など、辛い状況を示す表現が多数ですが、中には「楽」や「明」をあげる人もおり、辛さの中に楽しさを見いだしている人もいるようです。 

　調査の概要 


	調査対象　：
東京、大阪の企業に勤務する20～60代の単身赴任ビジネスマン
有効回収サンプル数　：
400 サンプル（有効回収率：95.0%）
調査方法　： 
アンケート票による企業留置法
調査期間　： 
1999年2月15日～3月1日
調査対象となった単身赴任ビジネスマンのプロフィール
· 40代が半数（50.8%）を占め、平均年齢45.0歳。課長クラスが半数近く（42.3%）。

· 東京赴任者は「近畿」「中部甲信越北陸」（ともに31.5%）から、大阪赴任者は「関東」（49.5%、うち東京33.0%）からの赴任が中心。

· 現在は「賃貸マンション」（47.8%）、「会社の寮」（25.3%）に住む人が多い。

· 妻はほぼ半数（48.3%）が働いており（含むパート）、子供の学齢は「高校生」（32.3%）、「中学生」（30.8%）、「短大・大学生」（29.3%）、「小学生」（27.3%）。

· 単身赴任の経験は「今回が初めて」（58.0%）という人が6割近くを占めるが、「2回目」（26.5%）、「3回目」（11.0%）と、回数を重ねている人も少なくありません。

· 単身赴任の通算経験年数は平均3.6年。中には「10年以上」（6.3%）という人もいます。

· 平均的な帰宅時間は21時、平均的な睡眠時間は6.7時間。


調査結果の概要は以下の通りです。
「単身赴任ビジネスマンの健康観」 
調査結果の概要（抜粋）
＜単身赴任による生活環境の変化＞
１．
家族とのコミュニケーション～「夫婦喧嘩」は減少（39.0%）するなど夫婦間は改善、一方子供とのきずなは弱まる？
· 単身赴任で最も大きく変わるのは家族との関係ですが、妻と子供とでは若干違いがみられます。"妻との関係"については4割近く（39.0%）が「夫婦喧嘩」が減少したと答え、「夫婦のきずな」についても4人に1人（23.5%）は「強まった」と見るなど、プラスの変化をあげる人が目につきます。

· 一方"子供との関係"については、「変わらない」という人が多数派（57.5%）を占めるものの、「きずなが弱まった」と考える人も3割弱（27.3%）存在します。

· ちなみに、家族の元へは月平均で1.5回帰省をしています。
２．
自分自身の生活時間～「プライベート」「仕事」時間は増加、「家で過ごす」時間は減少
家族と過ごす時間が減ったこともあり、7割弱（68.5%）は「プライベートな時間」が増加、また4割（41.8%）が「残業や休日出勤すること」が増えたとしています。また家にいてもやるせないのか、「家で過ごす時間は減った」人も4割（41.5%）に達しています。
３．
赴任後の食生活～「外食」「コンビニ利用」「酒量」が増加
· 食生活についても当然ながら、大きな変化がみられます。家族が作ってくれるわけではないので「自分で料理すること」（63.5%）は増えるのですが、やはりついつい「外食回数」（84.5%）や「コンビニ利用回数」（81.3%）が増えてしまうようです。

· ちなみに、外食回数は週平均5.1回。さらにコンビニ食を利用するのは週平均2.7回と、単身赴任者のコンビニ依存度は高いようです。

· もう一つ目につくのが「酒量」。週平均4.7日は酒を口にしていますが、「増加した」と回答したのは半数近く（46.0%）を占め、特に30代の若手ほど多くなっています。
４．
赴任後の健康面～「ストレス」「カラダの不調」を感じることは増加、「健康への配慮」は高まる
· こういった生活の変化は、健康面にも影響を及ぼしています。「ストレス」については半数強（52.8%）が「増えた」と回答、「カラダの不調を感じること」も3割（29.3%）が増加したとしています。

· そのためか、「自分の健康への配慮」（53.3%）だけにとどまらず、「ビタミン・健康食品などの利用」（31.0%）などを心がけることが多くなっているようです。

＜単身赴任ビジネスマンの健康意識＞
５．
赴任前に妻からは「酒の飲みすぎ」「栄養のバランス」「無理をしない」など健康面・食生活面のアドバイス ～7割は妻のアドバイスを"守っている"
· 8割強（83.3%）は単身赴任にあたって、妻から健康面・食生活面について何らかのアドバイスを受けています。

· 群を抜いて高かったアドバイスは「お酒を飲みすぎない」（61.3%）、「栄養のバランスを考える」（61.0%）こと。酒量や外食の増加といった夫の行動を見越してのアドバイスは、さすが妻といったところです

· なお妻のアドバイスについては、７割（70.0%）が"守っている"と回答、妻の助言はありがたく聞いているという人が大半です。特に単身赴任経験者ほどよく守っています。
６．
単身赴任者は「過労」、「アルコール依存症」に要注意。
～30代では「栄養失調」「ホームシック」「恋煩い・浮気」もご用心～ 
· 単身赴任者自身が気をつけなければならないと考える病気・症状としては、「過労」（41.3%）、「アルコール依存症」（40.5%）が抜きんでて多くなっています。「アルコール依存症」は年齢を重ねるほど懸念する意識が高く、50歳以上では半数（51.8%）があげています。一方「過労」は働き盛りの40代であげる人が多くなっています（46.3%）。

· また30代では「栄養失調」（28.7%）、「ホームシック」（25.3%）、「恋煩い・浮気」（24.1%）にも要注意と自戒する人が多いのが目につきます。

· なお、これから単身赴任する人へのアドバイスとしては「ストレスをためない」ことが筆頭にあげられていますが、特に東京赴任者でその声が多くなっています。
７．
3割（29.3%）は健康に不安あり
健康維持の自信度については"自信あり"という人が多数派を占めているものの、"自信がない"人も約3割（29.3%）に達しているのが目につきます。特に40代で自信がない人が多いようです。
８．
「外食が多い」「お酒の飲みすぎ」「栄養が偏った食生活」が不健康のモト

	· 現在の単身赴任生活の中で健康に良くない生活習慣としては、「外食が多い」「お酒の飲みすぎ」（各47.5%）、「栄養が偏った食生活」（46.0%）がワースト3

· さらに「食事をする時間が不規則」（36.8%）、「運動不足」（34.8%）、「タバコの吸いすぎ」（28.0%）、「インスタント食品・ファーストフードのとりすぎ」（27.5%）、「夜更かし」（22.3%）などがあげられていますが、全般的に若手ほど回答項目が多く、それだけ無理や不摂生をすることが多いことがうかがえます。

· 東阪を比較すると、東京赴任者では「お酒の飲み過ぎ」（東京49.5%、大阪45.5%）がトップ、大阪赴任者では「栄養の偏り」（同40.0%、52.0%）がトップという違いがみられます。。

＜単身赴任生活での病気・ケガ＞
９．
3割（30.3%）が「寝込んで会社を休んだ経験」あり
· 今までの単身赴任生活中に、無理や不摂生がたたってケガや病気で寝込んだり、入院した経験を聞いてみたところ、入院経験者はさすがに少ない（4.5%）ものの、「寝込んで会社を休んだ経験」が「ある」人は3割（30.3%）に達しています。

· その際、妻が見舞いに来たケースは2割（21.3%）。病状にもよるため、大半は「電話で様子を聞く」（41.8%）ことですませたり、夫の方から「来るといったが断った」（23.0%）こともあるようです。

· 妻が見舞いに来てくれた場合、夫は「妻のありがたみを実感」「世話を焼いてくれて助かった」（各42.3%）など妻に感謝しています。 
10．
「数日寝込む」ことになっても家族に連絡を入れるのは半数（45.5%）
妻が病気で倒れたら「回復に数日を要しそうな場合駆けつける」（38.0%） 
· 体調を崩したり、病気になった際どのような状態になったら、家族に連絡を入れるのかを聞いてみたところ、「病院にかつぎ込まれた・入院の必要ありと診断された」（75.0%）「手術の必要ありと診断された」（70.8%）といった事態では家族に連絡を入れる人が多くなっていますが、家族によけいな心配をかけさせたくないのか、「数日寝込むことになった」（45.5%）「会社を休むように医師から言われた」（33.3%）程度では家族に連絡を入れず、一人で耐える人が多数派を占めています。

· 逆に、勤務中に妻が病気で倒れたという知らせが届いたときの行動としては、「病状に関係なく最優先で駆けつける」のは1割強（14.8%）。「病状を確認し、回復に数日を要しそうな場合駆けつける」人が約4割（38.0%）と最も多くなっています。
11．
半数強（54.8%）は「ホームシック」にかかった経験あり
· 半数強（54.8%）が単身赴任生活中にホームシックにかかった経験をもっています。特に東京赴任者の方が多い（東京60.0%、大阪49.5%）のが目につきます。

· ホームシックにかかるのは、「誰もいない住まいに帰ってきたとき」（59.8%）、「一人で食事をしているとき」（47.0%）、「一人で部屋にいるとき」（45.7%）など孤独を実感するときが多くなっています。
12．
病気やケガへの備えの自信度は「自信あり」と「自信がない」にほぼ二分。予防体制の自己採点は「60.5点」
· 病気やケガへの備えは万全か、という問いに対して、"自信がある"人は52.3%、"自信がない"人は47.8%と、ほぼ二分されています。

· 病気やケガへの予防体制を100 点満点で自己採点してもらったところ、平均は「60.5点」でした。決して十分な点数とは言えない結果です。
13．
病気やケガへの備えとして「睡眠を十分とる」「体調に異常を感じたら無理をしない」「休みを十分とる」「バランスのとれた食事」といったことを心がける
· 病気やケガへの備えとしては「睡眠を十分とる」（52.0%）、「体調に異常を感じたら無理をしない」（33.3%）、「休みを十分とる」（29.8%）、「バランスのとれた食事」（29.3%）などを心がけている人が多くなっています。

· しかし、「近くの病院や薬局の場所を頭に入れておく」（15.0%）、「かかりつけの医者をもつ」（6.5%）など、いざという時の具体的な備えまでしている人は限られるようです。
14．
8割が「風邪薬」（82.5%）、「胃腸薬」（78.3%）、「解熱鎮痛剤（頭痛）」（54.5%）、「絆創膏」（50.0%）など常備薬をもつ
常備薬については8割（83.0%）が保有。「風邪薬」（82.5%）、「胃腸薬」（78.3%）、「解熱鎮痛剤（頭痛）」（54.5%）、「絆創膏」（50.0%）、「シップ・貼り薬」（42.8%）、「目薬」（40.4%）といったところが主流で、平均5.1種類を常備しています。
15．
単身赴任者の元気の源は「子供」（61.3%）や「妻」（58.5%）、次いで「仕事」（41.8%）。
仕事に活力を求める東京赴任者、オフタイムにも活力を求める大阪赴任者 
· 単身赴任生活の「元気の源」としては、「子供」（61.3%）と「妻」（58.5%）がともに6割前後を占め、"家族"を心のよりどころにしている人が多いようです。次いで「仕事」（41.8%）があげられており、仕事に打ち込むことで、単身赴任の生活に活力を見いだしている様子がうかがえます。

· 東阪を比較すると、東京赴任者では「子供」「妻」のほかに「仕事」（東京51.0%、大阪32.5%）のウエイトが大阪に比べ高くなっているのに対し、大阪赴任者では「趣味・娯楽」（大阪20.5%、東京11.0%）「お酒」（同20.0%、16.5%）「食べること」（同19.0%、7.5%）のウエイトが高いなどオフタイムにも「元気の源」を求める傾向が強いようです。

＜単身赴任経験の印象＞
16．
離れてわかる「妻」や「家族」のありがたみ。"家族とのきずなを再確認できる"点が単身赴任経験のよいところ。
しかし「家計の負担増」を筆頭に、家族のことや家事への不安は残る 
· 単身赴任生活を経験してよかった点としては、「家族のありがたみがわかる」（47.8%）、「妻の存在価値がわかる」(42.0%)、「家族と過ごす時間を大切にするようになる」(37.5%)など、家族とのつながりを再確認できることが上位にあげられています。また一人でいるからこそ「仕事に打ち込むことができる」（46.3%）、「プライベートの時間が増える」（35.8%）こともメリットとして感じています。

· 一方、単身赴任生活で不安を感じる点としては「家計に負担がかかる」（59.0%）ことがトップ。さらに「掃除・洗濯・料理など家事をやらなくてはならない」（43.0%）、「生活が不規則になる」（37.5%）といった"自分の生活維持"とともに、「家族に万が一のことが起きたときにそばにいられない」(41.8%)、「子育てなど妻の負担が増える」(31.3%)など、"家族との隔たり"や「いつまで二重生活が続くか予測がつかない」（31.8%）ことなどさまざまな不安があげられました。

· なお、若い人ほど「家事」や「子供とのきずな」「子育て・教育への影響」「夫婦関係のすきま」への不安があるのに対し、高齢者では「家族に万が一が生じた場合にそばにいられない」ことへの不安が高くなっています。 
17．
人生にとって単身赴任経験を"プラス"と捉える人6割。でも7割は単身赴任が"嫌い" 
· 人生にとって単身赴任経験はプラスかマイナスかという問いに対しては、プラス派が6割強（62.8%）とマイナス派（35.6%）を大きく上回っています。苦しいことはたくさんあるけれど、人生という長い目で捉えた時に単身赴任生活はプラスになると考える人が多いようです。

· しかし好きか嫌いかということになると、"好き"という人は3割弱（29.8%）にとどまり、"嫌い"（69.3%）という人の方がはるかに多い結果となっています。

· なお"好き"という人は大阪赴任者（23.5%）より東京赴任者（36.0%）の方が高く、東京赴任者の方が単身赴任生活を受け入れているようです。 

· また経験を重ねるにつれ単身赴任生活を前向きに捉えられるようになるためか、50代以上や赴任経験3回目以上では"好き"という人が4割を越えているのが目につきます。 
18．
単身赴任経験を漢字一文字であらわすと「忍」「苦」「暗」など辛い心情を表す文字が多数。しかし中には「楽」「明」というエンジョイ派も
· 自分の単身赴任経験を漢字一文字であらわすとどのような字になるか、自由回答であげてもらったところ、「忍」（49件）、「苦」（31件）、「暗」（16件）、「耐」（11件）、「独」「寂」（各9件）と、辛い心情を表現する文字が多くあげられました。しかし、「楽」（29件）「明」（19件）といった回答も見られ、辛さの中に楽しさを見いだしている人もいるようです。 

· 東阪を比較すると、大阪赴任者では「忍」（35件）や「楽」（20件）をあげる人が多く、いつの日かの単身赴任生活の終わりを夢見ながら、楽しもうという気持ちがうかがえるようです。一方、東京赴任者では「明」（15件）や「勤」（8件）をあげる人が多いのが特徴的です。
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